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　朝夕冷え込む季節となってきましたが、皆様いかがお過
ごしでしょうか。今回「研修医だより」を担当させていただ
きます、研修医1年目の山口まどかと申します。よろしくお
願いいたします。

　はじめに、私は兵庫県姫路市出身で高校卒業までは姫路
市に住んでいました。その後島根大学に入学し大学生活6
年間を出雲市で過ごしました。大学卒業後は縁あってこの
浜田医療センターで勤務させていただいております。浜田
市は大学生のときに何度か訪れたことがあります。当時か
ら山あり海ありの自然に恵まれた美しい土地という印象で
したが、住んでみると気候もよく人々の温かさを感じられる
土地で、ますます好きになりました。社会にでて初めて住ん
だ土地が浜田でよかったと感じております。
　4月からの半年間を振り返ってみると、反省と喜びの連
続でした。初めのころは戸惑いばかりで手も足もでない状
態でした。今は少しずつ環境に慣れ、考えられるようになっ
てきて、皆様の笑顔がみられた時にはやりがいと喜びを感
じます。上級医はいつでも丁寧に指導してくださり、研修医
が勉強する機会を与えてくださいます。また看護師や薬剤
師をはじめとするスタッフの皆様も多方面で私たちを支え
てくださいます。他職種と関わることで今の自分に足りて
いないこと、気づけなかったことに気付く機会となり、日々
感謝しています。

　働き始めて実感することは、医師という職業は、知識や
技術はもちろんのこと責任感、判断力、思いやりの力が求

められるということです。今はまだ研修医であり分からな
いことや知らないことばかりです。難しい場面では不安や
焦りを感じることもありますが、少しでも皆様の笑顔がみ
られるように日々勉強していきたいと思っております。
　現在、浜田医療センターは研修医が9人所属しており、
日々研鑽を積んでいます。いつでも相談のってくださる研
修医2年目の先輩方や、ライバルとして、また仲間として助
け合える同期に恵まれ、充実した研修ができています。お
互いが学んだことを共有し、全員でさらによい研修医にな
ることを目指しています。研修中はすべての科を回れるわ
けではなく、一つの科で1～ 2か月しか研修できません。
短期間ではありますが、各科で学ぶことのできる技術、知
識を最大限に学んでいきたいと思います。また各科で出
会った患者さんやご家族が少しでも笑顔になれるように努
力していきます。地域の皆様、病院内スタッフの方々、今後
ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

　最後になりましたが、拙い文章にお付き合いいただきあ
りがとうございました。寒くなってきました。くれぐれも体
調を崩されませんよう、皆様のご健康を心からお祈り申し
げます。
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　2010年に緩和ケア認定看護師の資格を取得し、緩
和ケア病棟で勤務しながら「緩和ケアチーム」のメン
バーとしても活動しています。
　みなさんは「緩和ケアチーム」についてご存知でしょ
うか？直接、患者さん・ご家族のところに伺うことは
少ないので、ご存知ない方も多いかもしれません。

緩和ケアチームについて
　「緩和ケアチーム」を紹介したいと思います。現在、
「緩和ケアチーム」は、医師2名・薬剤師1名・栄養士1
名・緩和ケア認定看護師1名・がん化学療法看護認定
看護師1名で構成されており、毎週木曜日の午後から
各病棟をラウンドし、主治医や看護師と連携し患者さ
ん・ご家族のサポートを行っています。
　活動内容は、浜田医療センターのホームページにも
載っています。ぜひ、ご覧になってみてください。
https://www.hamada-nh.jp/sinryoka_itiran/team4/

緩和ケアチームの活動
　10月の緩和ケアチームの介入は22件でした。その
うち、腹痛や腰痛などの「痛み」が89％を占めており、
最も多い症状となっています。
　また、患者さんやご家族が体験される「痛み」は身体
的なものだけではありません。病気になったことによ
る不安など精神的な痛み、治療や通院に伴い今までの

ように仕事ができなくなる、治療費がかかるといった
社会的な痛み、そして「死ぬかもしれない」といったス
ピリチュアルな痛みもあります。身体的・精神的・スピ
リチュアルな「痛み」に対しては、薬やケアが有効な場
合があります。社会的な「痛み」は相談することで解決
することがあります。
　「痛み」があるときは必ず医師や看護師に相談してく
ださい。必要な支援をみんなで考えていきます。緩和
ケアチームが直接伺うこともあると思いますのでよろ
しくお願いします。

最後に...
　「緩和ケア」は、がん患者さんだけでなく、すべての
患者さんに必要なケアと考えられるようになってきて
います。「緩和ケア」についての相談は、「緩和ケア病棟
見学会」「がん相談支援センター」でも行っています。
お気軽にご相談ください。
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「緩和ケア」についてのご相談

●緩和ケア病棟見学会
●がん相談支援センター

お気軽にご相談ください
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